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スクール・ポリシー 

（ii） カリキュラム・ポリシー（本校の学び） 

○学校の教育活動全体を通して、グローバルな視野で自己の在り方生き方を考え、目標の実現に向けて、力強く、たくましく生きる
気概を育む 

○探究的な学習を通して、社会的な課題の発見と解決に必要な知識や技術の確実な定着を図るとともに、主体的・協働的に学ぶ態度
とコミュニケーション能力を育成する 

○地域と連携したキャリア教育を通して、郷土への愛着を育むとともに、多様な進路目標に対応し、一人一人の能力と個性を伸ばす 

○地域の教育資源を活用したものづくり教育を通して、地域産業の振興に貢献することができる幅広い技術や技能を育成する 

（i） グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像） 

○主体的に学びに向かう態度と、学んだことを活用する力を身に付け、社会的・職業的に自立し、社会に貢献することができる人間 

○課題を多面的に捉え、その解決に向けて挑戦し続けようとする姿勢を身に付け、社会の変化に主体的かつ柔軟に対応できる人間 

○ふるさとの伝統や文化を理解しようとする態度を身に付け、多様な文化や価値観をもつ人々と互いに尊重し合い、共生することが
できる、感性豊かな人間 

学校番号１ 令和８年８月策定 

 
 

 

 

 

【育成する資質・能力】 

 

 

 

 

 

 

【学びの実践・入学者受入】 

 

 

 

 

 

 

秋田県立鹿角高等学校  

中期ビジョン（５か年計画） 
【令和８年度～令和１２年度】 

Ⅰ 本校が目指す姿 

MISSION スクール・ミッション 

グローバル化の時代に対応できる広い視野と、持続可能な地域社会づくりへ参画しようとする高

い志をもち、多様な人々と協働して未来を切り拓くたくましい人間を育成する学校 

（iii） アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

【普通科】 【産業工学科】 

○自ら積極的に学びに向かい、身に付けた力を活用して社会に ○ ものづくりに興味をもって意欲的に学びに向かい、身に付け
貢献しようとする生徒  た力を活用して社会に貢献しようとする生徒 

○社会の課題を発見し、その解決に向けて主体的かつ柔軟に対 ○ 社会の課題を発見し、その解決に向けて主体的かつ柔軟に対
応し、挑戦し続けようとする生徒  応し、挑戦し続けようとする生徒 

○郷土の伝統や文化の理解に努め、多様な価値観をもつ人々と ○ 郷土の伝統や文化の理解に努め、多様な価値観をもつ人々と
尊重しあい、共生しようとする生徒  尊重しあい、共生しようとする生徒 
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① 現状と課題（分析と対応の方向性） 

  

 

 

② 具体的な取組 

 
 

 

Ⅱ スクール・ポリシーを踏まえた５年間の取組 

【現 状】 

○令和６年４月開校 

○地元出身生徒の割合が高い 

○地元就職率が減少傾向 

○多種多様な進路希望 

○地域との連携が密接 

【課 題】 

○少子化による入学者の減少 

○生徒の人間関係の固定化 

○生徒の視野の拡大 

○他地区等への中学生の流出 

○学校のＰＲの充実 

▼ 課題解決に向けた展開（具体的な取組） ▼ 

主体的・対話的で深い学びを重視した授業 

授業研修会等による教員の授業力向上 

ＩＣＴ機器の積極的活用による授業実践 

生徒の希望する進路や興味・関心に応じた科目選択 

学校設定教科・科目の設置、自由選択科目の開講 

上級学校への進学に対応した指導 

平常課外、夏季課外による教科指導 

進路目標に応じた個別指導 

特色ある学校行事や体験活動 

地域と密着した学校祭 

長期インターンシップ・ボランティア活動の実施 

地域や企業等と連携した調査・研究を行う探究的な学習 

多様な他者との協働的な学び 

社会人講師等の活用、地域や企業連携 

ふるさと学習による地域理解と伝統文化の継承 

異文化に触れる機会、異文化体験をもつ人との交流 

部活動の活性化と全国大会等で活躍できる競技力の向上 

強化部指定による競技力等の向上 

専門人材の積極的活用、積極的な広報活動 


